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授業概要
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テキスト

評価方法

先修条件

　統合分野　在宅看護論／医学書院

　チームアプローチの意義と方法

　ケアマネジメントに必要とされる能力

　公的介護保険

　在宅ケアに関係する法律

　筆記試験

　基礎分野、専門基礎分野、専門分野Ⅰの科目を履修していること
　在宅看護概論を履修していること

　試験

　在宅で療養する患者とその家族に対して、法的根拠に基づいて提供されているサー
ビスの内容や関係する施設・職種を理解し、在宅看護活動との連携について学習す
る。特に多くの職種が協働して推進する在宅ケアシステムとチームケアの重要性や看
護職のケアマネジメントについて学び、連携や調整のあり方や課題などについて考え
る内容とする。

授業計画・授業内容

　ケアマネジメントと看護の役割

　ケアマネジメントのプロセス

　チームケアの必要性

統合分野 在宅看護論

授業科目 在宅ケアシステム論 必修
担当責任者
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